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Introduction of 



TamaFlex は幣グループ（NXT 
Cap）とインドLaila Nutra社が共
同開発した タマリンド種子抽出
物（有効成分：プロアントシア
ニジン）とウコン抽出物（同：
クルクミン）の配合原料です。

2018年10月に上市し、現在は北
米を中心に、欧州でも原料展開
を進めています。

同配合比含めた黄金律を持つ新
規性のある素材としてインド・
米国・日本市場において特許成
立しております。

タマリンド種子 ウコン

＋
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Tamaflexとは？
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TamaFlex は抗炎症効果が新た
に認められた「タマリンド種子
抽出成分」にウコン抽出物を配
合する事でその機能が増強され、
関節痛・関節炎などに効果を発
揮します。

ヒト臨床試験（n=90、90日間、
Placebo vs 250mg vs 400mg）は6
分間歩行テスト等6種類の客観的
評価スケールにて実施しており
ます。VASテストではプラセボ比
較で最大32%の改善効果が確認
されており、2021年10月には機
能性表示食品届出の受理を受け
ております。
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32%改善！

ヒト臨床データのご説明 ①
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2021年末には、非健常者ベース
（n=90、56日間）での第二弾ヒ
ト介入試験論文も公表しており
ます。

同試験では、WOMACや6分間歩
行試験、関節可動域測定、など
各種評価スケールにおいて、250
㎎/日摂取群にて、摂取後「5
日」で有意差を確認しておりま
す。Tamaflexの強みである‘’即
効性‘’について実証されました。

又、C反応性タンパクやMMP3
酵素、尿中II型コラーゲン分解酵
素、などの主要マーカーでも有
意差を定量的に確認しています。
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ヒト臨床データのご説明 ②
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TamaFlex は炎症の元（*炎症メ
ディエーター）を作り出す酵素
の活性を抑制し、炎症の発生を
防ぎます。具体的には5-LOX（リ
ポキシゲナーゼ酵素）の活性を
最大77%抑制するだけでなく、
COX（シクロオキシゲナーゼ酵
素）についても活性を最大94%
抑制する効果が示されています。

COXを阻害する事で「即効性」を、
5-LOXを阻害する事で「継続性」
を担保し、’’ダブルアプローチ’’
でより効率的に痛みの緩和をサ
ポートしています。

5-LOX 活性に対する抑制率 COX 活性に対する抑制率
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作用機序のご説明 
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TamaFlex は、滑膜細胞での炎症
性サイトカイン TNF-α及びIL-1β
（インターロイキン）を産生・
活性を阻害します。

又、MMP-3酵素（マトリックス
メタロプロテアーゼ）の産生・
活性を阻害する事も確認されて
おります。MMP-3酵素は、軟骨
のプロテオグリカンや各種コ
ラーゲンを分解・破壊する作用
を持っています。

前述のサイトカインや酵素の活
性を阻害する事での「予防効
果」も期待できます。

TNF-α活性に対する抑制率

MMP-3 活性に対する抑制率
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IL-1β活性に対する抑制率

In vitro データ
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その他関節系サプリメント（機能性表示食品）との比較分析

体感しやすく、
体感するまでの
日数も早い
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北米においては米国大手サプリメ
ントブランドであるGNC社に採用
され、同社関節系商品の基幹原料
として展開をして参ります。素材
であるTamaFlex を製品名として
2018年10月には第一弾の製品を発
売しており、その後も商品ライン
ナップを増やしています。

又、2019年4月には英国本社の大
手Rb社（リキットベンキーザー）
の主要サプリメントブランドであ
るSchiff「Move Free」への採用、
2025年からはTylenolブランドへの
採用も始まっています。

* Move Freeは北米で2番目に売上高の高い関節系サプ
リメントです。
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海外での採用事例
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は下記商品等にて機能性表示食品届の受理を受けており、現状その他複数商品で受理待ち
となっております。

機能性表示食品届出の概要
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機能性表示食品届出の概要
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はプロアントシアニジン及びクルクミンを有効成分として、2021年10月に下記効果にて
機能性表示食品届出の受理を受けております。又、2024年12月にはPRISMA声明（2020）準拠も完了し
ております。

届出番号：
G501

有効成分：
・タマリンド由来プロアントシアニジン
・クルクミン

有効摂取量：
250mg/日

届出効果：
『本品はクルクミン、タマリンド由来プロアントシアニジンを含みます。クルクミン、タマリンド由来プ
ロアントシアニジンには、膝関節の違和感を軽減し、可動域を広げて、膝の曲げ伸ばしをサポートする機
能と、自立した日常生活を送る上で必要な歩く力（階段の昇り降りや一定時間で長い距離を歩く力）を助
ける機能があることが報告されています。 』

機能性表示食品届出の概要
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スポーツ領域への展開

Tamaflex原料粉末として、ドーピン
グ禁止物質についての第三者分析
（日本分析センター）も実施してお
り、JADA（日本アンチ・ドーピング
機構）が定める「スポーツにおける
サプリメントの製品情報公開の枠組
みに関するガイドライン」の要件を
満たすことを確認済です。

又、北米市場ではTamaflexを主原料
として使用した商品にてNSF認証*も
取得済です。

ドーピング規定にも抵触せず、副作
用なく安心して使用できる抗炎症素
材として、スポーツ領域にも展開し
ております。

* NSF Certified for Sport(R)プログラムは、栄養補給食品やス
ポーツ栄養製品を指示通りに使用した場合に禁止物質を摂
取する危険性を最小限に抑えることを目的としており、
WADA(世界アンチ・ドーピング機構)のガイドラインで禁止
された物質が含まれていないことを確認しています。アメ
リカのNFL・MLB・PGA・LPGAなどの国際的なスポーツ団体
は全て、NSF Certified for Sport(R)製品を指定し、選手らの安
全で禁止物質の入っていない製品利用を促進しています。
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• Tamaflexは、下記設計にて馬用でも関節炎抑制効果を実証しております（＊2022年9月公表済）。

＊プラセボ対照二重盲検試験、2.5 g/日 TamaFlex® or 偽薬経口摂取、

＊実施期間: 84 日間、20頭（10頭 TamaFlex摂取群 vs 10頭 偽薬摂取群、70%オス/30%メス）

競走馬用試験
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• 前項の跛行スコア（定性評価）のみならず、各種炎症マーカーでの改善効果（定量評価）について
も確認しております。

競走馬用試験
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原料ブランドサイト
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原料ブランドサイトを完備しております。https://www.tamaflex-japan.com/

商標を商品やLPにご使用頂く事で間接的に機能性を訴求可能としています。

https://www.tamaflex-japan.com/
https://www.tamaflex-japan.com/
https://www.tamaflex-japan.com/
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各種テスト要旨：

① Acute oral toxicity study, dermal toxicity & irritation studies, and eye irritation study（各種急性毒性テスト）：
OECDガイドライン（TG425『急性経口毒性試験』, TG402『急性経皮毒性試験』, TG404『急性皮膚刺激性試験』, TG405『急性
眼刺激性試験』）にもとづき各種毒性テストを実施。Wistar ratsを用いた毒性テストにおいては体重当たり2,000mg/KG投与
を上限として毒性は認められませんでした。又、New Zealand white rabbitsを用いた毒性テストでは皮膚には影響なく、眼に
軽微な刺激を与える事が確認されています。

② 90-days subchronic study（90日間亜慢性毒性テスト）：
OECDガイドライン（TG408『げっ歯類における90日間反復経口投与毒性試験』）にもとづき、Wistar ratsを用いて下記グルー
プ分けをして毒性テストを実施しました。特筆した毒性は認められませんでした。
・n=20（内メス10・オス10）群に段階的な用量（0, 250, 500, 1,000mg/kg/日）で90日間毎日経口投与
・n=10 （内メス5・オス5）をサテライト群として一定用量（0, 1,000mg/kg/日）を90日間毎日強制摂取、その後28日も同様

③ Bacterial reverse mutation test（細菌復帰突然変異テスト）：
OECDガイドライン（TG471『細菌復帰突然変異試験』）にもとづき細菌テストを実施しました。5つの細菌株をベースにした
復帰細胞コロニー数の比較では有意な差異は認められませんでした。

④ Mouse bone marrow erythrocyte mincronucleus test（骨髄・赤血玉小核テスト）：
OECDガイドライン（TG474『哺乳類赤血玉小核試験』）にもとづき小核テストを実施し、毒性は認められませんでした。

安全性テスト



Appendix
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タマリンド種子/ウコン抽出物：
関節痛 ☆ PRISMA声明 (2020年) 準拠☆

アヒフラワーオイル：
 オメガ3・6・9（ステアリドン酸）

ガランガル抽出物：
 集中力・注意力向上

ロコモ：

認知機能：

抗老化/抗酸化：

フェヌグリーク種子抽出物：
テストステロン産生/男性精力（PDE-5阻害等）

美容分野：

ニシンオイル：
 オメガ11（セトレイン酸）

オムテック：

ザクロ果皮/マリーゴールド抽出物：
NAD+産生/CD38阻害等

シャンパーニュ産ぶどう種子抽出物：
抗酸化（モノマー）

シャタバリ抽出物：
女性更年期対策
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ライム/カカオ抽出物：
ダイエット・GLP-1活性

取り扱い原料



Thank you so much for listening to us
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